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➡

「
の
ぼ
れ
る
灯
台
」
と
し
て
、
塔

頂
部
ま
で
上
が
れ
る

➡

丘
の
上
は
、
展
示
室
が
あ
り
、

歴
史
な
ど
が
学
べ
る

塩屋埼灯台

学
べ
る
ト
ラ
ベ

初
点
灯
は
一
八
九
九
（
明
治

三
十
二
）
年
十
二
月
十
五
日
。
来

年
に
は
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
る

長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
の
が
、

白
亜
の
塩
屋
埼
灯
台
。
い
わ
き
の

海
の
安
全
を
見
守
り
続
け
て
き

た
、
海
上
交
通
の
要
衝
だ
。

日
本
全
国
で
十
六
カ
所
あ
る
、

「
の
ぼ
れ
る
灯
台
」
の
ひ
と
つ
。

五
七
年
に
公
開
さ
れ
、
大
ヒ
ッ
ト

し
た
木
下
恵
介
監
督
の
映
画
「
喜

び
も
悲
し
み
も
幾
年
月
」
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
。

歌
手
、美
空
ひ
ば
り
の
名
曲「
み

だ
れ
髪
」の
歌
詞
中
に
出
て
く
る
、

「
塩
屋
の
岬
」
の
舞
台
と
し
て
も

知
ら
れ
、
歌
碑
も
建
ち
、〝
聖
地

巡
礼
〟
の
元
祖
と
も
い
え
る
、
観

光
の
拠
点
だ
。

地
上
か
ら
塔
頂
部
ま
で
の
高
さ

は
二
十
七
メ
ー
ト
ル
。
海
面
か
ら

灯
火
ま
で
の
高
さ
は
七
十
三
メ
ー

ト
ル
で
、
実
際
に
灯
台
上
部
ま
で

の
ぼ
る
と
、
真
下
に
海
面
を
見
下

ろ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
リ
ル

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

参
観
事
業
の
運
営
は
、
公
社
燈

光
会
が
行
っ
て
お
り
、
灯
台
ま
で

の
階
段
部
分
、
周
辺
の
整
備
、
草

刈
り
な
ど
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
し
て
、
景
観
が
保
た
れ

て
い
る
。
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明治期の赤れんが

➡

星
空
観
察
会
で
は
、
夜
間
に
稼
働
す
る
灯
台
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
る

⬆
灯
台
上
部
か
ら
は
薄
磯
、
豊

間
な
ど
三
六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

駐車場近くの広場には、歌碑なども設置さ
れている

■住　　所＝いわき市平薄磯宿崎34
■参 観 料＝300円（小学生以下無料）
■�参観時間＝平日（通年）、10～2月の土日
祝：9～16時（入場は30分前まで）、3～
9月の土日祝、GW期間、お盆休み9時～
16時半（同）

■電　　話＝0246－39－3924

塩屋埼灯台データ

いわき再発見シリーズ⓱

三
六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

コ
ロ
ナ
禍
で
約
六
割
ま
で
低
下

し
た
入
場
者
数
だ
が
、
今
年
度
は

回
復
途
上
。
灯
台
支
所
長
を
務
め

る
小
野
季
子
さ
ん
は
、「
団
体
旅

行
の
大
型
バ
ス
な
ど
が
立
ち
寄
っ

て
も
、
時
間
調
整
程
度
で
灯
台
ま

で
の
ぼ
っ
て
、
参
観
す
る
余
裕
は

な
い
と
い
う
の
が
今
の
旅
行
形
態

の
現
状
」
と
、
分
析
。

個
人
客
を
中
心
に
「
の
ぼ
れ
る

灯
台
」
の
魅
力
を
最
大
限
に
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
策
を
練
る
。

例
年
、七
月
の
海
の
日
前
後
や
、

夏
休
み
期
間
中
、
コ
イ
の
代
わ
り

に
カ
ツ
オ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

〝
か
つ
お
の
ぼ
り
〟
の
掲
揚
、
星

空
観
察
会
な
ど
を
実
施
。
灯
台
記

念
日
の
十
一
月
一
日
前
後
に
は
、

無
料
参
観
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
い
、
集
客
と
広
報
活
動
に
努

め
る
。

二
〇
一
九
年
に
開
か
れ
た

百
二
十
周
年
記
念
式
典
で
は
、
漫

画
家
の
松
本
零
士
さ
ん
か
ら
、
自

身
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
、「
銀
河

鉄
道
９
９
９
」
が
灯
台
上
を
走
る

イ
ラ
ス
ト
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
展

示
を
見
る
た
め
に
フ
ァ
ン
が
訪
れ

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

同
灯
台
の
魅
力
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
塔
頂
部
ま
で
の
ぼ
っ

て
、
三
六
〇
度
ぐ
る
り
と
周
囲
を

見
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
パ
ノ

ラ
マ
の
絶
景
だ
ろ
う
。
光
の
届
く

範
囲
が
、
二
十
二
カ
イ
リ
（
約

四
十
一
キ
ロ
）
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
遠
く
ま
で
海
上
を
見
渡

せ
る
と
い
う
こ
と
。

明
治
期
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き

た
海
の
安
全
の
歴
史
、
絶
景
を
学

び
、
楽
し
も
う
。

（
和
）

「れんが」専門の博物館、京都府舞
鶴の「赤れんが博物館」から、貴重なれ
んがとして調査された。工事に使用する
際に使い勝手がいいよう、細かい溝が掘
られている点が特徴。
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